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断層の長さ・走向・傾斜

地震発生層の下限

反射法地震探査

海底自然地震観測

沿岸域地震活動の
高精度把握

レオロジー特性

構成岩石モデル

すべり角

断層の矩形モデル

（2）‐⑤ 津波波源モデル・震源断層モデルの構築

⑤－3構成岩石モデルの構築
（横浜国立大学） ⑤－2沿岸域の地震活動の把握

（防災科学技術研究所）

(3) 津波および強震動の予測
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矩形モデル の作成

地震発生層の厚さは、15km, 
18kmに区分

断層面の傾斜は30゜、45゜、
60゜、90゜に区分

すべり角は発震機
構解から求めたテン
ソルと断層形状から
推定（2‐5‐2）
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国交省・内閣府・文科省の日
本海調査検討会での断層モ
デルの作成に協力

H26年度に断層モデル
ver. 1 を作成。調査の進

行に従って、バージョンを
アップさせる。

4日本海調査検討会（2014）
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中越沖〜⾦沢沖の震源断層の矩形モデル
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中越沖〜⾦沢沖の震源断層の矩形モデル

日本海における大規模地震に関す
る調査検討会 （2014）による



日本海検討会モデルからの変更点
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断層面の追加

飯田海脚南縁

断層面の変更

魚津沖断層
（従来の魚津断層に変わる）

石動断層

法林寺断層

矩形モデルの作成

震源断層の分離



高田沖と糸魚川沖の断層
の推定震源域は連続しな
い

富山湾周辺のブーゲ異常
産総研（2013）



石油公団・CCS(二酸化炭素地
下貯蔵)調査などを参考に地
下形状を検討→矩形モデルの
作成

H27年度の予定

新潟‐北陸の陸域震源断層の
矩形モデルの作成


